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本山尋常小学校が東光寺に設置された。 

現在地に建てられた。 

組合高等小学校が廃止された。 

特別支援学級が設置された。 

屋内体育館が建築された。本山小・木能津小・帰全小の三校が統合して、本山小学校

が発足した。(９月１日名目統合） 

スクールバス通学が始まった｡（実質統合）北校舎が新築された。 

プール竣工 

白髪小学校が統合された。 

改築・新校舎が落成した。（東西校舎） 創立百周年記念行事を行う。 

郷土資料館開館 

第２６代校長「高尾広一」高知市立横浜小学校へ転出。第２７代校長「浜渦春陽」と

なる。 

高知県教育委員会指定同和教育研究発表会を実施した。 

交通安全表彰を受ける。 

第２７代校長「浜渦春陽」退職し、第２８代校長「高石興教」となる。 

第２８代校長「高石興教」退職し、第２９代校長「泉 明夫」となる。 

屋内運動場落成。第２９代校長「泉明夫」退職し、第３０代校長「上村孝澄」となる。 

第３学年児童増により２学級編制となる。県指定社会福祉活動推進校（３カ年）。 

小・中連携教育推進地域県指定（２カ年）となる。各学年１学級となり６学級編制。 

特別支援学級が設置され、７学級編制となる。第３０代校長「上村孝澄」退職し、第

３１代校長「苅谷貴顕」となる。 

「環境教育に関する研究推進校」指定を受ける。 

第３１代校長「苅谷貴顕」退職し、第３２代校長「西岡 博」となる。 

文部省指定「豊かな心を育む教育推進事業」を受ける。（２カ年） 

児童数（１７０名：５／１現在） 

第３２代校長「西岡 博」南国市立久礼田小学校へ転出。第３３代校長「高石昭博」

となる。ＴＴ加配並びに時間講師（１年間）が配置される。 

第３３代校長「高石昭博」本山町立本山中学校へ転出。第３４代校長「近藤好和」と

なる。特別支援学級が２学級新設され９学級になる。 

第３４代校長「近藤好和」高知市立御畳瀬小学校へ転出。第３５代校長「西森浩三」

となる。特別支援学級が１学級新設され１０学級となる。 

児童数（１３５名：５／１現在）１０学級編制 

特別支援学級が１学級減となり、９学級編制となる。ボランティア活動の功績により

厚生労働大臣感謝状を受賞する。 

児童数（１２０名：５／１現在） 

第３５代校長「西森浩三」大豊町立大杉小学校へ転出。第３６代校長「石丸雄三」と

なる。児童数（１１２名：５／１現在）９学級編成 

児童数（１０７名：５／１現在）８学級編成 

第３６代校長「石丸雄三」退職し、第３７代校長「楡金美彦」となる。文部科学省読

書活動優秀実践校の表彰を受ける。校舎を耐震並びに大規模改修を行う。西屋外便所

周辺の改修工事を行う。児童数（１０６名：５／１現在）７学級編成 

児童数（１０６名：４／１現在）７学級編成 

第３７代校長「楡金美彦」退職し、第３８代校長「中野孝司」となる。 

プール竣工。児童数（１０６名；５／１現在）９学級編制 

児童数（１０９名：５／１現在）９学級編制 

児童数（１１１名：４／１現在）９学級編制 

児童数（１０３名：４／１現在）１０学級編制  
児童数（１０１名：４／１現在）１０学級編制。運動場を全面改修。 
児童数（９３名：５／１現在)特別支援学級が１減となり９学級編成。正門を全面
的に改修。西門に掲示板を設置。運動場に遊具設置。 

児童数（８９名：４／１現在） 

児童数（１０２名：４／１現在）第３８代校長「中野孝司」退職し、第３９代校

長「上村博明」となる。 

児童数（９４名：４／１現在） 



 

令和　２年 児童数(１０３名：４／１現在) 




